






























The Possibility of Playing With Sound For Cooperation Between Nursery and 



















































































































































































3 虫の声 こおろぎ、すずむし、くつわむしの鳴き声 大小の鈴、紐に通したスズ






6 うみ 波の音、かもめの鳴き声、砂浜の音、 オーシャンドラム、リード、チャフチャス
7 ゆうやけこやけ
カラスの鳴き声、子どもがスキップをして
帰る足音、夕焼けの空
スズ、カラス笛、声
鈴、ルスッイホドーバ、笛水声き鳴のりとこたうの鳥小8
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重視するよう学生に助言した。例えば《おつかいありさん》では、ありがぶつかる音はどんな
音なのか、《しゃぼんだま》では、しゃぼん玉がとぶ音や消える音はどんな音なのかを想像し、
そのイメージを大切にして音を表現するのである。その理由は、学生に子どものうたの歌詞を
吟味し、その情景をイメージしたり、想像を働かせて曲の魅力を引き出したり、歌の背景にあ
る目には見えない気持ちをも表現するためである。
　学生の発表では、全グループが、30分程度の短い時間で試行錯誤を経た発表であったが、ど
のグループも打楽器をリズム楽器としてのみ使用することはなかった。例えば《おはながわらっ
た》を選んだグループは、小さいお花から大きなお花へと花が開いたり笑ったりする音を表現
しようと試み、カスタネット、鈴、タンバリン、小太鼓と順に大きな音を入れており、打楽器
をリズム楽器としてだけでなく、音表現として奏した。また、《アイアイ》を選んだグループは、
鳥の鳴き声をさせて南の島にあるジャングルの情景を表現してからピアノ伴奏をはじめ、さる
が木にのぼる音や飛び跳ねる音を、ギロやフレクサトーンで表現した。
　授業後のアンケートでは、「音を表現することに興味を持てたか」の質問に82名全員が「は
い」と回答し、自由記述には、音表現に対する感想や発見が多く書かれた。それらは、例えば
「音を出すことが楽しくなって、ずっと鳴らしていたくなる気持ちでした。」「演奏にはどうし
ても完璧さを求めてしまうけれど、なんでも自由にその音を楽しめたらいいのだと思った。音
を組み合わせることで色々なことを表現できることを学んだ。」という純粋な楽しさが感じら
れたもの、また、「自分たちで考えて表現したり、自分のイメージに合う楽器を探したりする
ことが楽しかった。」「イメージを持って聴くことで表現された音の意味を感じることができて
面白かった。また自分が想像した音と他者が想像した音に違いがあり、それも面白かった。」「自
分が想像している音と近い音に出会えるとすごく嬉しいし周りが分かってくれるとさらに嬉し
い。」というグループでの取り組みに対する感想がみられた。
　これらのことから、学生が、音を表現することを通して、自分の経験を思い出し、心と向き
合い、自分なりの表現を模索したこと、また、グループで話し合って発表をすることで、他者
と共感したり、新しい発見をしたり、気持ちを伝え合ったりすることができた取り組みであっ
たといえる。
（５）学生の意識変化：アンケート結果から
　最後に、学生の意識変化を把握するために授業後アンケートを行った。その結果を授業前ア
ンケートと比較したものが、表４の通りである。授業前に比べ、「演奏しやすい」と答えた学
生が20名増え、また、「指導しやすい」と答えた学生が32名増え、どちらも８割以上の学生数
となった。その理由は、学生の打
楽器に対する知識が深まり、学生
が、正しくきちんと演奏しなくて
はいけないというような固定観念
から解放されて、音を表現すると
いう本来の活動の意味を捉えるこ
とができたからではないだろうか。
　特に、授業前アンケートで打楽
器を「特別なもの」と感じていた
学生は、「すぐにできるものでは
表４　授業前アンケートと授業後のアンケートの比較
選択肢 授業前アンケート 授業後アンケート
楽しい 76（92.7） 81（98.8）
つまらない 6（7.3） 1（1.2）
演奏しやすい 56（68.3） 76（92.7）
演奏しにくい 26（31.7） 6（7.3）
身近なもの 43（52.4） 68（82.9）
特別なもの 39（47.6） 14（17.1）
指導しやすい 36（43.9） 68（82.9）
指導しにくい 46（56.1） 14（17.1）
単位：人（％）
1
2
3
4
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ないから」「持ってないから」「あまりさわったことがないから」と理由を述べていたが、授業
後アンケートでは、「身近なもの」という回答が８割以上を占めた。学生が音遊びの経験を通
して、生活のなかで取り入れる方法を知り、保育現場でも実践できる可能性を強く感じたとい
えるだろう。
４．「音遊び」の効果と可能性
　これまで述べてきた「音遊び」の方法は、児童期の「音楽」へどのように発展させることが
できるのであろうか。例えば、動物の鳴き声や自然の音を表現することをテーマに音遊びを楽
しみ、そこから楽器の素材（木、金属、皮など）の違いや音の高低、強弱の違いに気づいて、
「音づくり」から「音楽づくり」へと発展させることができるだろう。クラスの中でどんな音
がきこえるのか耳を澄ませ、それらを音で模倣したり、言葉で発表しあったりすることで、よ
り豊かな「音楽づくり」へと結びつけることができるといえる。
　特に、楽器の正しい使い方を知ることも大切であるが、楽器の材質や形と向き合い、鳴らし
方や響きを吟味する活動は、より豊かな音の表情を知ることにつながる。子ども自身が様々な
方法を試し、音の楽しさを知ることが、音楽づくりへの第一歩となるだろう。そして、それら
が自分の感受性をもとに「明るい音」「暗い音」だけでなく、「さみしい音」「悲しい音」「うれ
しい音」「切ない音」など、気持ちを表現する音へ結びつけることができれば、音楽的な要素
と自分の表現との相互性が生まれ、より表現が深まることが期待できる。また、授業実践で《う
み》や《虫のこえ》は第１学年、第２学年の共通教材に含まれている。これらについても、「音
遊び」を通じて音の表現を加えれば、子どもの想像力をより高めて、歌う活動へも生かされる
だろう。
５．まとめ
　本論を通して、幼児教育と小学校教育での「音」に関する援助や指導法を探り、「音表現」
の授業実践分析結果から、保幼小連携における「音遊び」の効果と可能性について考察した。
乳幼児期に「音」へ耳を傾けることを意識することの大切さは言うまでもなく、子どもの気づ
きから始まる「音遊び」を、保育者や友だちとともに経験することができれば、より豊かな音
表現が生み出されるだろう。そして、その表現遊びは、その後の子どもと音楽との関わりの様々
な場面で生かされることが期待できるだろう。
　今後は、本研究をもとに、教育現場で子どもを対象とした実践を行い、それぞれに適した、
より具体的な指導方法の開発を目指したい。研究者は、これまでにも幼児を対象とした音楽会
や幼稚園、保育園への訪問コンサートで音表現を試みてきたが５）、実際にそれらを「音遊び」
として、教育現場でどのように生かすことができるのかを探っていくことができれば、より具
体的な指導法の開発につながるだろう。その際には、幼児と児童の特性に配慮し、一人一人の
表現に目を向け、友だちと音を共有する楽しさ、表現の違いを知る面白さを生かすべきである。
　今回の授業実践で学生の意識を変化させることができたように、現場の指導者が行いやすい
指導法の開発が必要であると考える。今後も継続して、保幼小の円滑な接続に相応しい「音遊
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び」の方法を探っていきたい。
脚　注
１） 『10の姿』は、以下の通りである。「１．健康な心と体」「２．自立心」「３．協同性」「４．道徳性・規範意
識の芽生え」「５．社会生活との関わり」「６．思考力の芽生え」「７．自然との関わり・生命尊重」「８．数量・
図形、文字等への関心・感覚」「９．言葉による伝え合い」「10．豊かな感性と表現」
２）岡林他：2017
３） 『幼稚園教育要領』だけでなく、『保育所保育指針』『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』にも、同様
に提示されている。
４）林美春氏（打楽器奏者）“フルリン打”、“Teatro Musicale”メンバー
５）白石：2016、同：2017
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